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構成

• １ グローバルに見た所得の動態

• ２ 先進諸国における格差の動向

• ３ 先進諸国における長期停滞

• ４ 本講義の視点と課題
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１ グローバルに見た所得の動態
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エレファント・カーブ

• これは何のカーブ？

4出所：ミラノヴィッチ（2017）表紙。
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エレファントカーブ (1988-2008)

5出所：ミラノヴィッチ（2017）Kindle版位置No.270。
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1988-2008年の所得の伸び率によるグローバリゼーションの勝
ち組と負け組の差（ミラノヴィッチ，2017）

• 所得分布の第50分位（A）を中心に
した40-60分位の人々(世界の人口
の5分の1)
– 9割はアジアの新興経済の人々
– ＿＿＿＿が圧倒的だが，インドやタ

イ，ベトナム，インドネシアの人たち
も含む。

• それぞれの国の富裕層でなく中間層

• 最富裕層上位1％（C）
– 半分はアメリカ人

• アメリカ人の約12%，日本人の約4%が最
富裕層

– 残りほとんどは西欧，日本，オセアニ
ア

• 第80分位（B）の人々

– アメリカ人，ドイツ人，日本人が大
半を占める

– それぞれの国の所得分布では下
半分に属している

• ドイツ人の下位50%：0.7%成長

• アメリカ人の下位50%：21-23%成長

• 日本人の下位50%：マイナス成長(日
本全体で3-4%成長)
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所得の絶対増加の割合でみると

• 上位1%は世界の所得増
加分の19%を入手

• 上位5%は44%を入手

• 80分位も3%得ており，50
分位の2%より大きい

• 下位50％は8％強しか受
け取っていない

スライドジャンプ用

7
出所：ミラノヴィッチ（2017）Kindle
版位置515。
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グローバル中間層の台頭

• 低所得の人々が減ったと
いう意味では，世界は全
体としてみればより平等
になった

• その最大の要因は中国
の成長

8出所：ミラノヴィッチ（2017）Kindle版位置639。
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グローバル中間層台頭の原動力：中所得国，特に
アジアの経済成長

9

出所：World Bank, 
World Development 
Indicators (2020年3月
9日閲覧)。

所得水準グループ別にみた経済成
長率の推移
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ハイパー富裕層への富の集中

• ハイパー富裕層への富の集中度が増したという点では不平
等は進行している

– ハイパー富裕層：純資産が１９８７年のアメリカの物価で１０億ドルを
超える層

10

出所：ミラノヴィッチ
（2017）Kindle版
位置795。
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国の1人当たりGDPでみた人口分布

• 新興国でもまだ所
得の絶対水準は
高くない。先進国
の方が豊か

• 中国やインドネシ
アの所得分布には
幅があるため，国
平均より高い所得
の人も少なくない

11
出所：ミラノヴィッチ（2017）
Kindle版位置639。
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新エレファント・カーブ(1980-2016)
• 1980-2016年でみ

ると，下位層の山
が左により，超富
裕層の伸びが大き
い

• 超富裕層への集
中は一層進行して
いる

12アルヴァレド，シャンセル，ピケティ，サエズ，ズックマン編（2018，p.281)。
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新エレファントカーブ （99％以上部分を拡大）

• 上位1％以上でも上位
に行くほど所得増加率
が高い

• 上位1％は世界の所属
増加分の27％を取得し
た

• 下位50％は世界の所
属増加分の12％だけを
取得した

• 1988-2008と比較しても
格差拡大傾向が激しい

13

注：下位10％はシェアがゼロに近いので除外されている。
原資料：WID.world.
出所： Alvaredo, Chancel Piketty. Saez, and Zucman (2018),
p.106.
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トップとボトムの格差は縮まっていない

• 新興国の所得増加も上位1％と下
位50％の格差を縮小するほどの
力はない

• 現在の各国のトレンドが継続した
りアメリカ的になったりすれば格
差は広がる

• ヨーロッパのトレンドが各国に移
植されれば格差は縮まる

14

縦軸は世界の全所得に占めるパーセンテージ。横軸は年で
2016年以後は予測。
原資料: WID.world
出所：Alvaredo, Chancel Piketty. Saez, and Zucman
(2018), p.106.
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２ 先進諸国における格差の動向
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先進国や中国での上位1%の所得シェアは拡大傾向にある

• 上位階層への所得集中。
______＿_ （2014）の着眼
点。

• 1970年代までの低下から
80年代以降の拡大への
歴史的傾向

• 中国は国内での上位1%
集中は激しい

• 日本は上位1%＝年収
1392万円以上(2019年)へ
の集中度は12.4％。傾向
的に進んでいるがアメリカ，
イギリス，ドイツ，カナダほ
どではない

16

税引き前国民所得上位1%が全体に占めるシェア

出所： World Inequality Database (2021年3月29日閲覧)より作
成。
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上位10%のシェアも拡大している

• 日本はG7の中でも

上位の集中度で
44.3%（2019年）。閾

値は＿＿＿＿＿
（2019年）

– 年収＿＿＿＿＿以
上の人々とそれ未
満の人々の差が激
しい社会

17

税引き前国民所得上位10%が全体に占めるシェア

出所： World Inequality Database (2021年3月29日閲覧)より作成。
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下位50％のシェアが低下している

• G7諸国では，1980
年代以降，下位
50％の所得シェアが
低下

• アメリカが13.5%と最
下位

• 中国では改革・開放
以後劇的に低下

• 日本は19.5％（2019
年）で4位。下位50％
の年収は270万円以
下。

18出所： World Inequality Database (2021年3月29日閲覧)より作成。

税引き前国民所得下位50%が全体に占めるシェア
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日本の世帯別可処分所得は低下している

• 20世紀末までは年収
300-400万円の世帯が
一番多かったが，所得
の全般的低下の結果，
200-300万円の世帯の
方が多くなった

• 可処分所得200万円
以下しか得ていない
家計
– 1998年14.2%→2019

年19.0%
• 可処分所得800万円

以上を得る家計
– 1998年28.6%→2018

年21.0%
19出所：厚生労働省「国民生活基礎調査」各年版より作成。
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日本の所得格差とは？

• 上位層への集中

– 給与の高い企業や職種のビジネスパースンとそれ以外の差が生じ
たのか？

– 年功序列による世代効果が表れたのか？

– 高齢化を反映した効果なのか？

• 下位層の困難
– 50％以上の成人個人は税込み年収270万円以下。その人々の所得
シェアは19.5％

– 21%の家計が可処分所得200万円以下で暮らす

• ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がより深刻な問題
（スライドジャンプ用リンク）
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３ 先進諸国における長期停滞
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先進国における経済成長率の屈折

• 先進諸国の経済成
長率が世界金融危
機以前のトレンドライ
ンを回復しない。

• 「21世紀の長期停

滞」が起こっている
（福田, 2018）

22
注：2000年を100とした指数。2010年USDで固定。
出所：World Bank Data.(2021年3月5日閲覧)。

G7諸国の実質GDPの推移

（スライドジャンプ用リンク）
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低金利と低インフレの持続

• 金利をいくら低め誘導しても投資が盛り上がらず，インフレ率
が低い

23
出所：左図は福田（2017, p.35），右図は福田（2017, p.34）より。
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成長の天井と現実の経済

• 成長の天井（潜在GDP）＝供給の天井＝完全雇用時の経済

• 現実の経済（GDP）＝需要不足により供給が天井に達しない
＝＿＿＿＿＿＿＿＿の発生（詳細は第Ⅳ章1で）

24
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潜在GDPと実際のGDP

• GDPギャップ(需給ギャップ) （％表示）
＝（実際のGDPー潜在GDP）／潜在GDP

• （スライドジャンプ用リンク）

• 潜在GDP＝供給の天井

– 定義：現存する経済構造の下で，利用可能なすべての資源を利用
した場合に達成可能なGDP

– 推計：マクロ生産関数を想定し，全要素生産性を所与として，労働
力と資本を最大限に投入した場合に達成可能な生産水準

• 潜在GDPの達成による成長率が潜在成長率

– 潜在GDP以上に実際のGDPが達するのは超過需要，景気の過熱
25
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潜在成長率とGDPギャップ

• 潜在成長率の低下
• GDPギャップの拡大局面

– バブル崩壊（1993-96年）
– 金融危機とITバブル崩壊
（ 2001-04年）

– 世界金融危機（2009-09
年）

– コロナ危機（2020年-）
• GDPギャップが解消され
た時期でも低成長
– 2017-19年

26
出所：内閣府『月例経済報告』2021年2月19日，日本銀
行「需給ギャップと潜在成長率」2021年1月6日より作成。

日本のGDPギャップ（2000-2020年）
単位は％。
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低成長の要因は何か（福田, 2017）

• 低成長の謎

– 供給側：天井が上がら
ない

– 需要側：統計上は天井
に届いていたが，実は
届いていなかったの
か？

• GDPギャップが解消して

も物価が上昇しない（＝
需要超過にならない）

27
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補足：コロナ危機によるGreat Lockdownとそこから
の回復（１）（IMF, 2021）

• 2020年の世界経済成長率は－3.5％，日本では－5.1%，世界
の財・サービス貿易は－9.6%になったと推定

• 政策支援とワクチンへの期待により世界経済は2021年5.5％，
2022年4.2％の成長予想。日本はそれぞれ3.1%，2.4%

• 上振れも下振れもあり得る

28
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補足：コロナ危機によるGreat Lockdownとそこから
の回復（２）(IMF, 2021)

• 中国，新興国・途上国，先進国
の復興速度に差がある

• 新興国・途上国では回復速度
は速いが，2020-21年に9000万
人近くが極度の貧困に陥る危
険が高い

29出所：IMF (2021, p. 1) 。
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補足：雇用への打撃 (ILO, 2021)
• 2020 年の世界の労働時間は，2019 年の第4 四半期と比べて8.8％減少。2 億

5500 万人のフルタイム雇用に相当する。2021年もなお3%減少にとどまる

• 労働時間減少は失業よりも非求職者の増加によってもたらされた（労働市場か
らの退出，参入遅延）

• 大きな影響を受けたセクター（宿泊，飲食サービス，芸術文化，小売業，建設
業など）では大量の雇用が失われている一方で，専門的知識を要するサービ
ス産業（情報通信，金融・保険業など）は雇用の伸びが堅調

30

出所：ILO
(2021, p. 1).
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４ 本講義の視点と課題

31
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まとめ（１）

• グローバリゼーションの二つの局面とそれぞれにおける二つ
の側面

– 世界経済において中所得国が著しく成長している。

– 一方，先進国は世界金融危機以後，長期停滞に陥っている

– グローバルに見れば，所得を著しく増加させた人々がグローバル中
間層として台頭している

• とくに中国の成長は，グローバル中間層の台頭という点では世界の所得の
引き上げと平等化に貢献した

– 同時に，超富裕層への富の集中は進行しており，不平等に貢献して
いる

32
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まとめ（２）

• グローバリゼーションと日本

– 日本の下位中間層は所得が伸びず，グローバリゼーションの恩恵
を被っていない

– 日本では所得は富裕層よりも上位中間層以上に集中している

– 上位中間層とそれ以下の差が拡大することで，下位階層の困難が
増していると予想される

– 日本経済は他の先進諸国とともに長期停滞に陥っているが，その
中でも停滞が著しい方である

– 停滞の構造には謎が多く，供給，需要，双方に関わる構造の面から
探る必要がある

33
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本講義の視点
• 「成長」の問題

– ある程度の成長がないと少子高齢社会を支えることはできない
• 長期：より少ない生産年齢人口が生み出す所得でより多数の従属人口を支える状態を改善す
る

• 短期：失業者がいる時は成長して雇用を増やさないと格差は改善しない

– 低成長の構造を問う
• 世界共通要因＋日本の制度や慣行が低成長の構造とインセンティブを生み出してしまってい
る

• 「分配」の問題
– 民主主義社会において，格差は社会的に容認される範囲でなければならない。

• 格差を一定範囲に収めるような経済発展には持続性がある

– 少子高齢社会における，持続性ある経済発展を問う
• 制度・慣行が持続的経済発展をもたらすものになっているか

• マクロレベルでの分析と，メゾ・ミクロレベルの制度・慣行の分析が必要
34
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本講義の課題

• 日本経済の低成長の構造，原因，帰結を明らかにする

– 経済発展の持続性を点検するために，人口減少・高齢化という条件
を重視する

• マクロ経済の観点から低成長の構造をとらえるとともに，アベ
ノミクスを含むマクロ経済政策を評価する

• メゾ・ミクロレベルの産業システム，雇用システムの観点から
構造問題を具体的に論じる

• 日本経済のシステムとそれを支える制度，そこに働きかける
政策の経済的，社会的な持続可能性を問う

35
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講義動画内のみにおける引用サイト

• Bell Curve 統計Web「ローレンツ曲線」株式会社社会情報サー
ビス

– https://bellcurve.jp/statistics/glossary/721.html

• Bell Curve 統計Web「ジニ係数」株式会社社会情報サービス

– https://bellcurve.jp/statistics/glossary/1915.html

※インターネット・リソースの所在は，とくに断らない限り2021年3
月5日に最終確認。
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